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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　曲面形状を有する台座の曲面上に、貼着面に対向する面に複数の超音波振動子を保持し
た可撓性シートが貼着されてなる超音波プローブを貼着する曲面貼着方法において、
　前記台座の曲面および前記可撓性シートの貼着面に、いずれの方向にも線対称でなく、
前記曲面と前記貼着面とが１つの相対位置でのみ嵌合する凹凸形状を設け、両者を嵌合さ
せることにより、前記台座の曲面上に前記可撓性シートを貼着することを特徴とする曲面
貼着方法。
【請求項２】
　曲面形状を有する台座の曲面上に、貼着面に対向する面に複数の超音波振動子を保持し
た可撓性シートが貼着されてなる超音波プローブにおいて、
　前記台座の曲面および前記可撓性シートの貼着面に相対応し嵌合する凹凸形状が設けら
れており、前記超音波振動子は、前記可撓性シートの湾曲方向に沿って所定の間隔で配設
されており、前記貼着面の凹凸形状は、隣接する超音波振動子の間に位置する溝からなる
ことを特徴とする超音波プローブ。
【請求項３】
　前記溝は、ダイシングによって形成されたものであることを特徴とする請求項２記載の
超音波プローブ。
【請求項４】
　曲面形状を有する台座の曲面上に、貼着面に対向する面に複数の超音波振動子を保持し
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た可撓性シートが貼着されてなる超音波プローブにおいて、
　前記台座の曲面および前記可撓性シートの貼着面に相対応し嵌合する凹凸形状が設けら
れており、前記曲面および前記貼着面上の凹凸形状は、いずれの方向にも線対称でなく、
前記曲面と前記貼着面とが１つの相対位置でのみ嵌合することを特徴とする超音波プロー
ブ。
【請求項５】
　前記複数の超音波振動子が配設された面の前記湾曲方向に沿う断面形状は、ほぼ多角形
状となっていることを特徴とする請求項２ないし４いずれか１項に記載の超音波プローブ
。
【請求項６】
　前記台座および前記可撓性シートは、バッキング材からなることを特徴とする請求項２
ないし５いずれか１項に記載の超音波プローブ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、曲面部材の曲面上に可撓性部材を貼着する曲面貼着方法、および、超音波診
断に用いられる超音波プローブに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、医療分野において、超音波画像を利用した医療診断が実用化されている。超音波
画像は、超音波プローブから生体の所要部に超音波を照射し、超音波プローブとコネクタ
を介して接続された超音波観測器で、生体からのエコー信号を電気的に検出することによ
って得られる。超音波プローブの駆動方式としては、超音波を送受信する超音波振動子（
超音波トランスデューサ）を複数個配置し、駆動する超音波振動子を電子スイッチなどで
選択的に切り替える電子スキャン走査方式が知られている。
【０００３】
　電子スキャン走査方式の超音波プローブには、プローブ先端に複数個（例えば９４～１
２８個）の超音波振動子を扇状に配置したコンベックス電子走査方式がある。また、プロ
ーブ先端の外周に複数個（例えば３６０個）の超音波振動子を放射状に配置したラジアル
電子走査方式がある。
【０００４】
　このような超音波プローブの作製方法としては、超音波振動子板を、バッキング材から
なる可撓性シート（可撓性部材）に接合し、超音波振動子板を所定のサイズにダイシング
した後、可撓性シートを湾曲させた状態で、凸状または円筒状の台座（曲面部材）の曲面
上に貼り合わせる方法が提案されている。
【特許文献１】特開平８－８９５０５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載の技術では、バッキング材を台座に貼り付ける際にズ
レが生じることがあり、この貼り付けのズレにより、超音波振動子の位置ズレが生じ、感
度・帯域のばらつきから超音波画像の画質が劣化してしまうという問題がある。
【０００６】
　本発明は、上記課題を鑑みてなされたものであり、位置ズレを防止することができる曲
面貼着方法、および、超音波画像の画質劣化を防止することができる超音波プローブを提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明の曲面貼着方法は、曲面部材の曲面上に可撓性部材
を貼着する曲面貼着方法において、前記曲面部材の曲面および前記可撓性部材の貼着面に
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相対応する凹凸形状を設け、両者を嵌合させることで位置決めを行うことを特徴とする。
【０００８】
　なお、前記曲面および前記貼着面上の凹凸形状は、いずれの方向にも線対称でなく、前
記曲面と前記貼着面とが１つの相対位置でのみ嵌合することが好ましい。また、前記曲面
部材は、曲面形状を有する超音波プローブの台座であり、前記可撓性部材は、貼着面に対
向する面に複数の超音波振動子を保持した可撓性シートであることが好ましい。
【０００９】
　また、本発明の超音波プローブは、曲面形状を有する台座の曲面上に、貼着面に対向す
る面に複数の超音波振動子を保持した可撓性シートが貼着されてなる超音波プローブにお
いて、前記台座の曲面および前記可撓性シートの貼着面に相対応し嵌合する凹凸形状を設
けたことを特徴とする。
【００１０】
　なお、前記超音波振動子は、前記可撓性シートの湾曲方向に沿って所定の間隔で配設さ
れており、前記貼着面の凹凸形状は、隣接する超音波振動子の間に位置する溝からなるこ
とが好ましい。また、前記溝は、ダイシングによって形成されたものであることが好まし
い。
【００１１】
　また、前記複数の超音波振動子が配設された面の前記湾曲方向に沿う断面形状は、ほぼ
多角形状となっていることが好ましい。また、前記曲面および前記貼着面上の凹凸形状は
、いずれの方向にも線対称でなく、前記曲面と前記貼着面とが１つの相対位置でのみ嵌合
することが好ましい。さらに、前記台座および前記可撓性シートは、バッキング材からな
ることが好ましい。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の曲面貼着方法によれば、曲面部材の曲面および可撓性部材の貼着面に相対応す
る凹凸形状を設け、両者を嵌合させることで位置決めを行うので、曲面部材と可撓性部材
との位置ズレを防止することができる。
【００１３】
　また、上記曲面および上記貼着面上の凹凸形状は、いずれの方向にも線対称でなく、上
記曲面と上記貼着面とが１つの相対位置でのみ嵌合するので、可撓性部材を曲面部材に対
して逆方向に貼着することを防止することができる。
【００１４】
　また、本発明の超音波プローブによれば、台座の曲面および可撓性シートの貼着面に相
対応し嵌合する凹凸形状を設けたので、台座と可撓性シートとの位置ズレが防止されると
ともに、超音波振動子の位置ズレが防止され、この結果、超音波画像の画質劣化を防止す
ることができる。
【００１５】
　また、上記超音波振動子は、可撓性シートの湾曲方向に沿って所定の間隔で配設されて
おり、上記貼着面の凹凸形状は、隣接する超音波振動子の間に位置するように形成した溝
を含むので、可撓性シートを湾曲させやすく台座への貼着が容易となる。また、これと同
時に、上記の溝は、可撓性シートの超音波振動子の接合箇所を部分的に曲がり難くし、該
接合箇所をほぼ平坦に保つので、複数の超音波振動子が配設された面の前記湾曲方向に沿
う断面形状は、ほぼ多角形状となっている。これにより、可撓性シートの湾曲に伴う超音
波振動子の剥離や位置ズレを防止し、超音波画像の画質劣化をより効果的に防止すること
ができる。
【００１６】
　また、上記曲面および上記貼着面上の凹凸形状は、いずれの方向にも線対称でなく、上
記曲面と上記貼着面とが１つの相対位置でのみ嵌合するので、可撓性シートを台座に対し
て逆方向に貼着することを防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００１７】
　図１および図２において、本発明を適用したコンベックス電子走査方式の超音波プロー
ブ２の先端２ａには、超音波振動子アレイ１０が配設されている。この超音波振動子アレ
イ１０は、スキャン方向Ｓ１に沿う断面がほぼコンベックス形状（凸状）である台座１１
の外周に沿って、複数の超音波振動子１２がスキャン方向Ｓ１に一次元配列されてなる。
なお、超音波振動子１２は、スライス方向Ｓ２に延びた直方体形状の圧電素子であり、そ
の上には、エポキシ系樹脂などからなる音響整合層１３が接着されている。
【００１８】
　先端２ａに接続されたシース１４の上部には、生体内の観察部位の像光を取り込むため
の対物光学系１５と、像光を撮像して撮像信号を出力するＣＣＤ１６とを備えた撮像装置
１７が搭載され、中央部には、穿刺針１８が挿通される穿刺針用チャンネル１９が設けら
れている。また、シース１４には、超音波観測器（図示せず）と超音波振動子アレイ１０
および撮像装置１７とを電気的に接続するアレイ用配線ケーブル２０と、撮像装置用配線
ケーブル２１とが、穿刺針用チャンネル１９を挟むように挿通されている。
【００１９】
　台座１１は、先端２ａに設けられた基材２２上に載置されている。この台座１１は、ブ
チルゴムや塩素化ポリエチレンに、超音波減衰材（フェライト粉末、タングステン粉末、
ＷＣ２粉末など）を混入させてなるバッキング材料を素材して形成されている。また、台
座１１の外周には、凹凸面１１ａが形成されている。図３に示すように、凹凸面１１ａの
凹凸形状は、スライス方向Ｓ２に沿うストライプ状の溝１１ｂによって形成されている。
【００２０】
　超音波振動子アレイ１０は、可撓性シート２３上に接合されており、この可撓性シート
２３は台座１１に貼り付けられている。この可撓性シート２３は、上記のバッキング材料
を素材として形成されており、可撓性を有するように薄く形成されている。
【００２１】
　可撓性シート２３の下側には、台座１１への貼着面として凹凸面２３ａが形成されてい
る。この凹凸面２３ａの凹凸形状は、スライス方向Ｓ２に沿うストライプ状の溝２３ｂに
よって形成されており、台座１１の凹凸面１１ａに噛み合って嵌合するように、凹凸面１
１ａの凹凸形状に相対応する形状となっている。台座１１と可撓性シート２３とは、凹凸
面１１ａと凹凸面２３ａとの嵌合によって正確に位置決めがなされている。なお、溝２３
ｂは、超音波振動子１２の真下ではなく、隣接する超音波振動子１２の間に位置するよう
に配置されており、溝２３ｂの幅は、隣接する超音波振動子１２間の距離と同等か若しく
はそれより小さい。
【００２２】
　なお、煩雑を避けるために図示は省略しているが、隣接する超音波振動子１２の隙間に
は、エポキシ樹脂などからなる充填材が充填されている。また、超音波振動子アレイ１０
上には、シリコン樹脂などからなり、超音波振動子アレイ１０から発せられる超音波をス
ライス方向Ｓ２に関して収束させる音響レンズが取り付けられている。
【００２３】
　図４において、超音波振動子１２は、ＰＺＴ（チタン酸ジルコン酸鉛）系セラミックス
などを素材とする圧電材料３０の上下を個別電極３１ａおよび共通電極３１ｂで挟み込ん
だ構成となっている。個別電極３１ａは、図示せぬＦＰＣ（Flexible Printed Circuit）
やコネクタ、および配線ケーブル２０を経由して、超音波観測器内の送受信切替回路３２
に接続されている。共通電極３１ｂは、図示せぬＦＰＣやコネクタを経由してアースに接
続されている。
【００２４】
　送受信切替回路３２は、超音波振動子１２による超音波の送受信切り替えを所定の時間
間隔で行う。この送受信切替回路３２には、パルス発生回路３３および電圧測定回路３４
が接続されている。パルス発生回路３３は、超音波振動子１２から超音波を発生させる際
（超音波の送信時）に、パルス電圧を圧電材料３０に印加する。これにより、超音波振動
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子１２は、所定の周波数を有する超音波を発生する。
【００２５】
　電圧測定回路３４は、生体からのエコー信号を受信する際（超音波の受信時）に、超音
波振動子１２に生じる電圧を測定する。電圧測定回路３４は、この測定結果をコントロー
ラ３５に送信する。コントローラ３５は、電圧測定回路３４から送信された測定結果を超
音波画像に変換し、これをモニタ３６に表示させる。
【００２６】
　生体内の超音波画像を取得する際には、超音波プローブ２の挿入部が生体内に挿入され
、内視鏡用モニタにより撮像装置１７で取得された光学画像が観測されながら、生体内の
所要部が探索される。そして、生体内の所要部に先端２ａが到達し、超音波画像を取得す
る指示がなされると、送受信切替回路３２により超音波振動子１２の超音波の送受信が切
り替えられながら、送信時には、パルス発生回路３３からのパルス電圧の印加により、超
音波振動子１２から超音波が発せられ、生体に超音波が走査される。
【００２７】
　受信時には、生体からのエコー信号が超音波振動子１２によって受信され、電圧測定回
路３４により超音波振動子１２に生じた電圧が測定される。電圧測定回路３４の測定結果
はコントローラ３５に送信され、コントローラ３５で超音波画像に変換される。変換され
た超音波画像は、モニタ３６に表示される。また、光学画像または超音波画像が観測され
ながら、必要に応じて穿刺針１８が操作され、生体内の所要部が採取される。
【００２８】
　次に、上記構成を有する超音波プローブ２の作製手順について説明する。まず、図５（
Ａ）において、可撓性を有する薄い平板状のバッキング材料４０を用意し、この上に薄い
平板状の超音波振動子板４１を接着し、さらに超音波振動子板４１の上に、前述の音響整
合層１３を接着する。なお、超音波振動子板４１は、図４に示したように、前述の圧電材
料３０の上下を個別電極３１ａおよび共通電極３１ｂで挟み込んだ構成となっている。
【００２９】
　次いで、図５（Ｂ）において、ダイシングソーなどを用いて、超音波振動子板４１を音
響整合層１３とともにダイシング（切断）し、超音波振動子板４１を複数の短冊状の超音
波振動子１２に分割する。このとき、バッキング材料４０を僅かに削る程度にダイシング
を行う。
【００３０】
　次いで、図５（Ｃ）において、ダイシングソーなどを用いて、バッキング材料４０の下
面に、隣接する超音波振動子１２の間に位置するようにストライプ状に溝２３ｂを形成す
ることによって凹凸面２３ａを形成し、バッキング材料４０を上記の可撓性シート２３と
する。なお、この溝２３ｂの形成は、超音波振動子１２を形成する以前に行ってもよく、
それ以前のどの段階で行ってもよい。
【００３１】
　そして、図３に示すように、可撓性シート２３を台座１１の外周面の形状に合わせて湾
曲させ、可撓性シート２３の凹凸面２３ａを台座１１の凹凸面１１ａに嵌合させて、可撓
性シート２３と台座１１との位置決めを行いつつ、接着剤やプライマーなどの結合性材料
を用いて可撓性シート２３を台座１１に貼り付ける。台座１１の凹凸面１１ａは、可撓性
シート２３の凹凸面２３ａの凹凸形状に相対応するように予め形成されている。なお、台
座１１の形成は、射出成形などの方法によって所定の型を用いて行う。また、凹凸面１１
ａは、ダイシング加工によって形成してもよい。
【００３２】
　この後、隣接する超音波振動子１２間への充填材の充填および音響レンズの貼り付けな
どを行い、台座１１を基材２２上に接着することで、超音波プローブ２の作製が完了する
。なお、上記の作製方法において、超音波振動子１２の電気的配線処理については説明を
省略している。この電気的配線処理については、例えば、特開平８－８９５０５号公報に
開示されている。
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【００３３】
　以上詳細に説明したように、台座１１に凹凸面１１ａを、可撓性シート２３に凹凸面２
３ａを設け、凹凸面１１ａと凹凸面２３ａとを嵌合させることにより、可撓性シート２３
と台座１１との位置決めを行うようにしたので、超音波振動子１２の位置ズレが生じるお
それがない。したがって、超音波画像の画質劣化を防止することができる。
【００３４】
　また、可撓性シート２３の湾曲方向に対して垂直に溝２３ｂを設けているので、可撓性
シート２３は湾曲させやすく、台座１１への貼り付けが容易となる。また、溝２３ｂは、
隣接する超音波振動子１２の間に位置するように配置されていることにより、可撓性シー
ト２３上の超音波振動子１２の接合箇所を部分的に曲がり難くし、該接合箇所をほぼ平坦
に保つので、可撓性シート２３の湾曲に伴う超音波振動子１２の剥離や位置ズレが防止さ
れる。つまり、可撓性シート２３を湾曲させると、図６に示すように、超音波振動子１２
が配設された外周面２３ｄは、湾曲方向（スキャン方向Ｓ１）に沿う断面形状がほぼ多角
形状となり、その平坦部に対して垂直方向に超音波振動子１２が屹立した状態となる。ま
た、このとき、凹凸面２３ａの断面形状もほぼ多角形状となる。
【００３５】
　上記実施形態では、ストライプ状の溝１１ｂ、２３ｂにより凹凸面１１ａ、２３ａの凹
凸形状を形成しているが、この凹凸形状は、図７（Ａ）および（Ｂ）のように変形が可能
である。図７（Ａ）は、凹凸面１１ａを、スライス方向Ｓ２に平行なストライプ状の溝１
１ｂに加え、スキャン方向Ｓ１に平行な１つの溝１１ｃを設けることよって形成した例で
ある。この場合には、スキャン方向Ｓ１だけでなくスライス方向Ｓ２に関しても、正確に
可撓性シート２３と台座１１との位置決めを行うことができる。
【００３６】
　また、図７（Ｂ）は、図７（Ａ）の溝１１ｃを斜め方向とした例である。この場合には
、凹凸面１１ａ、２３ａ上の凹凸形状（凹凸パターン）は、いずれの方向に関しても線対
称ではないので、可撓性シート２３と台座１１とは、１つの相対位置でのみ嵌合する。つ
まり、可撓性シート２３を台座１１に対して左右逆方向に取り付けることを防止すること
ができる。さらに、凹凸面１１ａと凹凸面２３ａとを嵌合可能とするならば、例えば、図
８（Ａ）に示すようなワッフル形状や、図８（Ｂ）に示すようなエンボス形状など、適宜
の形状とすることができる。
【００３７】
　また、上記実施形態では、超音波振動子アレイを、超音波振動子をスキャン方向に沿っ
て所定間隔で１次元配列した１次元アレイとして構成しているが、本発明はこれに限定さ
れず、超音波振動子アレイを、超音波振動子をスキャン方向およびスライス方向に沿って
所定間隔で２次元配列した２次元アレイとして構成してもよい。
【００３８】
　また、上記実施形態では、コンベックス電子走査方式の超音波プローブを例に挙げて説
明しているが、本発明はこれに限定されず、ラジアル電子走査方式の超音波プローブにも
適用可能である。この場合には、可撓性シートを貼り付ける台座は円筒状であり、超音波
振動子は同様に、１次元配列または２次元配列とする。
【００３９】
　また、上記実施形態では、曲面部材として、バッキング材によって形成された凸状また
は円筒状の台座、可撓性部材として、バッキング材によって形成され超音波振動子を保持
した可撓性シートを例に挙げて説明しているが、本発明はこれに限定されず、その他の曲
面部材と可撓性部材との貼り付けに関しても適用可能である。例えば、超音波振動子アレ
イへの音響レンズの貼り付けに際しても本発明を適用することができる。
【００４０】
　また、本発明は、上記実施形態で挙げた超音波プローブだけでなく、超音波振動子アレ
イから発せられる超音波の焦点調節が重要な、治療（超音波による所要部の加熱・破壊な
ど）用の超音波装置に適用することも有効である。
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【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】本発明を適用した超音波プローブの先端の構成を示す拡大断面図である。
【図２】超音波プローブの先端の構成を示す平面図である。
【図３】台座に可撓性シートを貼り付ける際の状態を示す斜視図である。
【図４】超音波振動子に係わる電気的構成を示す図である。
【図５】超音波振動子アレイおよび可撓性シートの作製手順を示す斜視図である。
【図６】ほぼ多角形状に湾曲された可撓性シートを示す断面図である。
【図７】台座の凹凸形状の変形例を示す斜視図であり、（Ａ）は、ストライプ状の溝と、
それらに垂直に交わる溝とからなる凹凸形状を示す図、（Ｂ）は、ストライプ状の溝と、
それらに斜めに交わる溝とからなる凹凸形状を示す図である。
【図８】台座の凹凸形状の変形例を示す斜視図であり、（Ａ）は、ワッフル状の凹凸形状
を示す図、（Ｂ）は、エンボス状の凹凸形状を示す図である。
【符号の説明】
【００４２】
　２　超音波プローブ
　１０　超音波振動子アレイ
　１１　台座（曲面部材）
　１１ａ　凹凸面
　１１ｂ，１１ｃ　溝
　１２　超音波振動子
　１３　音響整合層
　２２　基材
　２３　可撓性シート（可撓性部材）
　２３ａ　凹凸面
　２３ｂ　溝
　４０　バッキング材料
　４１　超音波振動子板



(8) JP 4860351 B2 2012.1.25

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(9) JP 4860351 B2 2012.1.25

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(10) JP 4860351 B2 2012.1.25

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開平０４－０２６４１８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－０９５０６７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－０３３８０１（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｂ　　　８／００　　　　
              Ｇ０１Ｎ　　２９／２４　　　　
              Ｈ０４Ｒ　　１７／００　　　　



专利名称(译) 弯曲面粘附方法和超声波探头

公开(公告)号 JP4860351B2 公开(公告)日 2012-01-25

申请号 JP2006141516 申请日 2006-05-22

[标]申请(专利权)人(译) 富士胶片株式会社

申请(专利权)人(译) 富士胶片株式会社

当前申请(专利权)人(译) 富士胶片株式会社

[标]发明人 大澤敦

发明人 大澤 敦

IPC分类号 A61B8/00 G01N29/24 H04R17/00

CPC分类号 B06B1/0633 A61B1/018 A61B1/05 A61B8/12 A61B8/445 A61B8/4488 Y10T29/49005

FI分类号 A61B8/00 G01N29/24.502 H04R17/00.330.J H04R17/00.330.G H04R17/00.332.Y

F-TERM分类号 2G047/AC13 2G047/BA03 2G047/BC13 2G047/CA01 2G047/DB02 2G047/DB05 2G047/EA10 2G047
/GA02 2G047/GB02 2G047/GB13 2G047/GB18 2G047/GB32 2G047/GB35 2G047/GB36 4C601/BB22 
4C601/BB24 4C601/EE04 4C601/FE02 4C601/FF13 4C601/GA03 4C601/GB04 4C601/GB06 4C601
/GB17 4C601/GB41 5D019/AA24 5D019/BB09 5D019/BB20 5D019/GG06

代理人(译) 小林和典
饭岛茂

其他公开文献 JP2007307288A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

本发明的目的是提供一种能够防止位置偏移的曲面贴合方法，以及一种
能够防止超声波图像的图像质量劣化的超声波探头。 超声波探头包括柔
性片（23），该柔性片（23）保持多个超声换能器（12），所述多个超
声换能器（12）附接在具有弯曲形状的基座（11）的弯曲表面上。当基
座11的弯曲表面和柔性片的粘附表面设置有相应的凹凸形状（凹凸表面
11a和23a）并且柔性片23粘附到基座11时，凹凸表面11a和23a彼此配
合以定位柔性片23和基座11。此外，凹凸表面23a的凹槽23b形成为不是
沿着柔性片23的弯曲方向设置的超声换能器12的正下方，而是位于它们
之间。超声波换能器12在安装柔性片23和基座11时不具有引起位置偏离
的可能性，并且可以防止超声波图像的图像质量劣化。 [选中图]图3

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/7c897f99-39e3-47a0-ba0c-152a694c403b
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/038710764/publication/JP4860351B2?q=JP4860351B2

